
第７回目となるエネルギー貯蔵をテーマとした国際会議「エナ
ジー・ストレージ・サミット・ジャパン」（ESSJ）2020を2020年12
月８日（火）に初のオンラインイベントとして開催しました。
ESSJ2020は、“Energy Network・Teamig・Innovation”～
付加価値創造に向けたエネルギーのネットワークと協働と革新
～をスローガンに、ドイツ、イギリス、フランス、オーストリア、フィン
ランドのスピーカがリモートで参加、日本からも三密を避ける形で
のレイアウトとし、約90人の視聴者による質疑も活発なセッショ
ンが展開されました。
会議視聴者の高い関心を集めたのは、セッション２のロバート・
ボッシュ社コネクテッドモビリティソリューション担当副社⾧C.ライ
シャート氏による同社の「Battery in the Cloud」についてのプレ
ゼンテーション、そしてセッション３の東京電力パワーグリッドの岡
本副社⾧による「ユーティリティ3.0:日本の電気事業の将来
像」でした。またセッション１の熱エネルギー貯蔵についても多くの
視聴者から「興味深かった」とのコメントが寄せられました。
全体のセッションを通して、V２XやITおよび金融などと産業横
断的に結びつくなど、エネルギー業界の枠を超えた産業との協働
によって新たなイノベーションを起こし、エネルギー転換を加速さ
せることが可能になるとの見方が確認されました。

[開催概要]
 日時:2020年12月8日(火) 10時～17時30分:カンファレンス

18時～18時45分:オンラインネットワーキング
 会場:ステーションコンファレンス東京 503CD会議室

ハイブリッド形式:海外スピーカはリモート参加、国内スピーカは会場参加によるオンライン配信
 プログラム: https://essj.messe-dus.co.jp/fileadmin/enstor/uploads/ESSJ2020_program_J.pdf
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[アンケート集計結果概要]
 ESSJ2020国際会議全体に対する満足度:90％ が「良い」「大変良い」と評価
 グローバルな国際会議:スピーカ・参加者合わせ８ヶ国から参加（ドイツ、フィンランド、オー

ストリア、英国、フランス、米国、シンガポール、日本）
 主な参加企業（エネルギー大手企業も注目）:ENEOS株式会社、 東京ガス、 東京電

力、関西電力、大阪ガス、日本ガイシ株式会社、株式会社IHI、日立システムズパワーサー
ビス、東芝三菱電機産業システム株式会社（TMEIC）、本田技術研究所、東芝、ミサワ
ホーム総合研究所、東京海上日動火災保険株式会社、損害保険ジャパン株式会社、ミュ
ンヘン再保険会社 他

製造業 16%
コンサルティング・調査会社 15%
エネルギー（サービスプロバイダ含む） 11%
電力・ガス会社 9%
アカデミア 9%
メディア 9%
政府系研究機関 7%
金融・保険・VC 6%
総合商社 5%
政府機関（大使館含む） 5%
外国機関 4%
業界団体 1%
その他 5%

●業種別参加者データ



 視聴者の声

 全体を通してとても説得力のあるセミナーで大変良かった。これまでに参加したハイブリッド形式
のイベントでベスト。

 Boschのプレゼンテーションの内容が具体的かつ先進的で非常に興味深かった。
 東京電力パワーグリッド、モイクサ社の講演が大変興味深いものでした。
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